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こんね！四季を彩るロマンのまち　西都
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今年も新春恒例の成人式、消防出初式が行われました。
その様子をレポートします。

滝一郎のちょっとみちくさ ・・・  P20

みんなの広場 ・・・  P12
インフォメーション ・・・  P14

・・・  P19市長のやっちょるや通信

・・・・ P8さいと市政レポート
税金の申告が始まります  ・・・・P6

・・・・P4食の拠点

・・・・P2成人式

まちの話題 ・・・  P10

今回は「フユイチゴ」をご紹介

・・・・P3消防出初式

市内の学校で新春行事が開催（１月８日）
市内の小中学校で、さまざまな新春の行事が行われました。
○左上：都於郡中　史跡カルタ大会（都於郡中学校体育館）
○右上：三財小　書き初め大会（三財小中学校体育館）
○左下：穂北小　たこ揚げ大会（一ツ瀬川堤防）



模擬投票！「私の好きな西都原」

平成 28 年 成人式実行委員の皆さん

祝 西都市成人式西都市成人式
新成人の皆さん、おめでとうございます

　

成
人
式
式
典
は
、
実
行
委
員
・

泥
谷
実
咲
さ
ん
の
開
式
の
言
葉
で

始
ま
り
、
市
民
憲
章
朗
読
や
成
人

証
書
授
与
、
市
長
式
辞
、
お
祝
い

の
言
葉
、
20
歳
の
誓
い
と
厳
か
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
実
行
委
員
長
・

黒
木
裕
美
子
さ
ん
の
閉
式
の
言
葉

で
終
了
。
式
典
後
は
実
行
委
員
が

企
画
し
た
記
念
行
事
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
ゲ
ス
ト
の
宮
崎
県
シ
ン
ボ

ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー『
み
や
ざ
き
犬
』

が
、
成
人
の
お
祝
い
に
ダ
ン
ス
を

披
露
。
そ
の
後
の
抽
選
会
で
は
、

地
元
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
た
景
品

49
点
が
当
選
し
た
新
成
人
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
は

県
外
在
住
者
も
多
く
、
メ
ー
ル
な

ど
で
連
絡
し
合
い
、
準
備
を
進
め

た
そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
に
成
人
し

た
感
想
を
聞
く
と
、
黒
木
裕
美
子

さ
ん
は
「
一
人
暮
ら
し
を
し
て
初

め
て
親
の
あ
り
が
た
さ
が
分
か
り

ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
親
孝
行
を
た
く
さ
ん
で
き

る
大
人
に
な
り
た
い
で
す
」、
佐

藤
仁
さ
ん
は「
責
任
を
自
覚
し
て
、

高
校
の
先
生
に
な
る
と
い
う
夢
に

向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

広報さいと February 2016　0203　February 2016 広報さいと

　

１
月
10
日
、
新
春
恒
例
の
西
都

市
消
防
出
初
式
が
、
山
角
河
川
敷

公
園
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
８
時
、
ラ
ッ
パ
隊
の
演
奏

が
ス
タ
ー
ト
。
団
長
以
下
７
３
０

人
の
消
防
団
員
が
入
場
行
進
し
、

開
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
分
団
ご
と
に
服
装
や
規
律

な
ど
を
正
す
通
常
点
検
や
小
隊
訓

練
を
行
い
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成

果
を
披
露
。
号
令
に
合
わ
せ
た
団

員
の
動
き
を
、
審
査
員
が
一
つ
一

つ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。

　

点
検
が
終
わ
る
と
、
消
防
車
52

台
に
よ
る
カ
ラ
ー
放
水
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
一
斉
に
放
水
が
始
ま
る

と
、
会
場
に
集
ま
っ
た
観
客
か
ら

大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

各
種
表
彰
で
は
本
点
検
の
結
果

な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

優
良
分
団
と
し
て
第
２
分
団
が
表

彰
さ
れ
る
な
ど
、
日
ご
ろ
の
活
動

が
た
た
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
を
終
え
、
団
員
た
ち
は
防
災

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し

た
。

左から、泥
ひ じ や

谷 実
み さ き

咲さん、長
は せ が わ

谷川 桃
もも

さん、
黒
く ろ ぎ

木 裕
ゆ み こ

美子さん（実行委員長）、長
ながとも

友 く
るみさん、佐

さ と う

藤 仁
じん

さん

司会：濵
はまうず
渦可

か な え
奈絵さん

 お祝いのことば：
穂北小 中

なかむら
村文

ふ み や
哉くん

 20 歳の誓い：
井
いのうえ

上洋
ひ ろ な

菜さん
 市民憲章朗読：

中
なかたけ

武潤
じゅんや

弥さん
 成人証書授受：

横
よこやま

山智
ち あ き

昭さん

　新有権者となった皆さんに一足早く投票を体験
していただくために、模擬投票を行いました。出
席者の約 25％に当たる 68 人が投票し、以下の結
果となりました。
　１位　春の西都原　39 票（57.35％）
　２位　秋の西都原　14 票（20.59％）
　３位　夏の西都原　  9 票（13.24％）
　４位　冬の西都原　  6 票（  8.82％）
　新有権者の皆さん、選挙のときも、ぜひ投票所
に足を運んで、投票をお願いします。

　平成 28年 1月５日、市民会館で成人式が開催
されました。平成 7（1995）年 4月 2日から平
成 8（1996）年 4月 1日に生まれた男性 132人、
女性 141 人の計 273 人が成人式に出席し、晴れ
て大人の仲間入りをしました。

西
都
市
消
防
出
初
式
〜
防
災
へ
の
決
意
を
新
た
に
〜

平成 28 年 西都市消防出初式　各分団入賞部

第１分団（東米良地区） 第２分団（穂北地区） 第３分団（妻北地区） 第４分団（妻南地区）

第５分団（三納地区） 第６分団（都於郡地区） 第７分団（三財地区）

１位　第２部（196.75）
２位　第４部（194.00）
３位　第１部（189.88）

１位　第８部（197.75）
２位　第２部（193.75）
３位　第５部（193.00）

１位　第３部（195.50）
２位　第２部（193.75）
３位　第５部（192.75）

１位　第４部（196.50）
２位　第５部（194.50）
３位　第３部（194.00）

１位　第５部（196.25）
２位　第２部（195.75）
３位　第６部（194.50）

１位　第８部（193.00）
２位　第３部（190.25）
３位　第２部（190.00）

１位　第８部（191.75）※

２位　第５部（191.75）※

３位　第２部（191.00）

※カッコ内は得点

※同得点の場合、規律訓練の得点が
　上位の方が優先となります

（ 下 ） 消 防 団 女 性 部 に よ
る『われらがヒーロー消防
団！応援歌』ダンス披露

（上）少年消防クラブも登場。
大人の消防団員が見守る中、一
人ずつ敬礼しました

（上）分団ごと、各部に分か
れて通常点検および小隊訓練
を行いました



　

人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進

む
本
市
に
お
い
て
、
今
後
市
民
に

よ
る
消
費
活
動
だ
け
で
は
経
済
浮

揚
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

が
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

市
で
は
こ
れ
ま
で
、
交
流
人
口

を
増
や
し
購
買
力
を
高
め
る
た
め

に
は
、本
市
の
資
源
で
あ
る
『
食
』

や
『
観
光
』
の
情
報
を
一
体
的
に

発
信
し
、
市
外
・
県
外
か
ら
交
流

人
口
を
引
き
込
む
た
め
の
新
た
な

拠
点
の
整
備
が
い
か
に
大
切
で
あ

る
か
を
説
明
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
提
出
さ
れ
た

「（
仮
称
）
西
都
市
食
の
拠
点
（
道

の
駅
）
整
備
計
画
、
及
び
こ
れ
に

係
る
市
費
の
支
出
の
賛
否
を
問
う

住
民
投
票
条
例
制
定
請
求
書
」
に

お
い
て
、
市
民
へ
の
十
分
な
説
明

が
な
い
と
の
ご
指
摘
を
受
け
、
ま

た
、
昨
年
11
月
に
開
催
し
た
地
区

別
説
明
会
に
お
い
て
も
多
く
の
ご

意
見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
『
食
の
拠
点
』
施
設
の
考
え
方

が
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
と
判
断

し
、
さ
ら
に
詳
細
な
説
明
期
間
を

設
け
る
た
め
施
設
建
設
に
関
す
る

予
算
の
執
行
を
１
年
間
を
め
ど
に

見
合
わ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
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本
市
の
人
口
は
、
昭
和
35
年
の

５
万
９
４
８
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
。
今
年
の
１
月
は
３
万
４
９
５

人
と
な
り
、
こ
の
ま
ま
の
状
況
が

続
く
と
30
年
後
に
は
２
万
人
前
後

ま
で
減
少
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

人
口
の
減
少
は
地
域
内
の
購
買

力
、
経
済
活
動
の
低
下
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市

外
・
県
外
か
ら
新
た
な
購
買
力
を

引
き
込
み
活
性
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◉
交
流
人
口

　

本
市
の
観
光
入
込
客
数
は
年
間

約
１
２
０
万
人
前
後
、
こ
こ
数
年

は
宿
泊
者
数
は
２
万
人
台
で
横
ば

い
が
続
い
て
お
り
、
新
た
な
観
光

施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
同
様
、
国
や
県
に
お
い

て
も
人
口
減
少
に
伴
う
経
済
活
動

の
衰
退
に
対
応
す
る
た
め
、
地
域

外
か
ら
新
た
な
購
買
力
を
引
き
込

む
た
め
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

◉
観
光
立
国
実
現
へ
向
け
た
国
の

　
動
き

○
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
訪
日
外
国
人

　
旅
行
）
新
時
代
に
向
け
た
戦
略

　
的
取
り
組
み

○
地
方
創
生
に
向
け
た
観
光
地
域

　
づ
く
り

○
国
内
観
光
の
振
興

○
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
そ
の
後

　
を
見
据
え
た
観
光
振
興
の
加
速

◉
観
光
振
興
に
向
け
た
県
の
動
き

○
神
話
の
源
流
み
や
ざ
き
と
し
て

　
の
ブ
ラ
ン
ド
定
着
に
向
け
た
取

　
り
組
み

　

・
神
楽
の
世
界
無
形
文
化
遺
産

　
　

登
録

　

・
西
都
原
を
は
じ
め
と
す
る
古

　
　

墳
群
の
世
界
遺
産
登
録
に
向

　
　

け
た
取
り
組
み
の
促
進

○
食
を
テ
ー
マ
と
し
た
誘
客
促
進

　

・
宮
崎
牛
を
は
じ
め
と
す
る
農

　
　

林
水
産
物
を
活
用
し
た
旅
行

　
　

商
品
の
造
成

　

・
地
域
に
伝
承
さ
れ
る
郷
土
料

　
　

理
の
保
存
と
活
用

◉
国
・
県
に
呼
応
し
た
取
り
組
み

　
を
『
今
』
始
め
る
必
要
が
あ
り

　
ま
す

　

国
の
観
光
立
国
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
、
県
の
神
話
や
食
を
活

用
し
た
誘
客
促
進
な
ど
の
取
り
組

み
を
好
機
と
し
て
捉
え
、
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
外
国
人
観
光
客

や
盛
ん
に
な
る
国
内
旅
行
を
本
市

に
取
り
込
む
た
め
の
拠
点
施
設
が

必
要
で
す
。

◉
市
『
玄
関
口
』
と
し
て
の
機
能

　

宮
崎
空
港
へ
の
国
際
線
や
格
安

航
空
会
社
の
就
航
、
宮
崎
カ
ー

フ
ェ
リ
ー
の
神
戸
・
宮
崎
間
就
航
、

そ
し
て
東
九
州
自
動
車
道
開
通
な

ど
、
陸
・
海
・
空
の
交
通
網
が
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
本
市
各
地
域
の
魅
力

づ
く
り
を
行
う
と
同
時
に
、
市
内

全
域
に
市
外
県
外
客
を
引
き
込
む

市
の
『
玄
関
口
』
と
し
て
の
機
能

が
必
要
で
す
。

◉
豊
富
な
食
材
や
観
光
資
源
を
活

　
用
し
た
西
都
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り

　

本
市
の
豊
富
な
農
産
物
や
加
工

品
、
郷
土
料
理
な
ど
の
新
た
な
食

の
資
源
や
観
光
資
源
を
Ｐ
Ｒ
し
て

西
都
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め

の
拠
点
整
備
が
必
要
で
す
。

　広
域
交
流
新
時
代
の
到
来
に
備
え
、
本
市
が
整
備
を
進
め
て
い

る
﹃
食
の
拠
点
﹄
施
設
。

　こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
事
業
内
容
を
ご
理
解
い
た
だ
く

た
め
、
１
年
間
を
め
ど
に
事
業
を
延
期
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　今
回
は
﹃
食
の
拠
点
﹄
施
設
整
備
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯

と
、
そ
の
必
要
性
や
目
的
を
お
伝
え
し
ま
す
。

特
集

食
の
拠
点
の
今
後

　

予
算
の
計
上
お
よ
び

　

執
行
を
一
旦
見
送
る

○平成 23年  ３月　「食創生都市」を目標とした第四次西都市総合計画策定

○平成 24年  ９月　市役所内プロジェクトによる協議開始

○平成 25年  ９月　市議会に対して基本構想を公表

○平成 26年  ３月　西都市「食の拠点」施設整備基本計画策定

○平成 26年  ５月　市長と語る西都づくり懇談会（全７回）

○平成 27年  ４月　「食の拠点」施設の建設地誘致に係る陳情書を受理

○平成 27年  ６月　「食の拠点」施設建設予定地決定

○平成 27年  ７月　市長と語る西都づくり懇談会（全７回）

○平成 27年 10 月　建設予定地売買契約締結

○平成 27年 11 月　地区別説明会（全 12回）

○平成 27年 11 月　住民投票条例制定請求書を受理

○平成 27年 12 月　建設に関する予算執行、予算計上見送り

『食の拠点』建設計画の経緯について

　
　

西
都
市
の
現
状

　

国
・
県
の
取
り
組
み

　

な
ぜ
『
食
の
拠
点
』

　
　
　
　
　

が
必
要
か

問
い
合
わ
せ　
　
農
政
課　
43-

０
３
８
２

建設予定地



問い合わせ先
◆市県民税に関すること
   税務課市民税係　   ℡３２−１００９（直通）
◆国民健康保険税に関すること
　健康管理課国保係　℡４３−０３７８（直通）

◆所得税・贈与税・消費税に関すること
　高鍋税務署　 ℡２２−１３７３（自動音声案内） 税 金 の 申 告 が

始 ま り ま す
！

申告は　期限内に
　

平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、
本

市
に
居
住
し
、
平
成
27
年
中
に
事

業
所
得
（
営
業
や
農
業
な
ど
）
や

不
動
産
所
得
、
給
与
所
得
（
賃
金

な
ど
）、
雑
所
得
（
年
金
な
ど
）、

そ
の
他
の
所
得
が
あ
っ
た
方
は
申

告
が
必
要
で
す
。
ま
た
平
成
27
年

中
に
所
得
が
な
か
っ
た
方
で
も
、

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
申
告

が
必
要
で
す
。

◎
営
業
所
得
・

　
　
　
　
不
動
産
所
得
の
あ
る
方

　

所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

領
収
書
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。ま
た
必
要
経
費
に
つ
い
て
は
、

経
費
項
目
ご
と
に
分
け
て
計
算
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◎
農
業
所
得
の
あ
る
方

①
帳
簿
類
と
出
荷
証
明
書
（
証
明

　

書
が
な
い
場
合
は
伝
票
で
も

　

可
）
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

　

い
。

②
経
営
所
得
安
定
対
策
等
交
付
金

　

な
ど
の
雑
収
入
に
つ
い
て
も
農

　

業
の
収
入
に
な
り
ま
す
。

③
農
業
に
か
か
っ
た
費
用
は
、
経

　

費
項
目
ご
と
に
分
け
て
計
算
し

　

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

④
肉
用
牛
売
却
の
収
入
が
あ
る
方

　

は
、
必
ず
肉
用
牛
売
却
証
明
書

　

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
方

②
給
与
所
得
だ
け
で
勤
務
先
か
ら

　

市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

　

提
出
さ
れ
る
方

③
公
的
年
金
収
入
だ
け
で
年
金
支

　

払
者
か
ら
市
役
所
に
年
金
支
払

　

報
告
書
が
提
出
さ
れ
る
方

※
た
だ
し
、
②
・
③
に
該
当
す
る

　

方
で
そ
れ
ぞ
れ
の
収
入
以
外
の

　

所
得
の
あ
る
方
、
扶
養
控
除
、

　

医
療
費
、
生
命
保
険
料
、
そ
の

　

他
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る

　

方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
告
を
し
な
い
と
、
所
得
金
額

が
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置

に
該
当
す
る
方
で
も
、
軽
減
措
置

を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、保
育
所
入
所
や
子
ど
も
手
当
、

公
営
住
宅
の
入
居
お
よ
び
金
融
機

関
へ
の
申
し
込
み
、
そ
の
他
の
申

請
に
必
要
な
所
得
証
明
書
な
ど
の

発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

申
告
漏
れ
の
な
い
よ
う
期
限
内

の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
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所得税の確定申告をする

給与所得のみで年末調整が終わっている

公的年金のみ（障害・遺族・
老齢福祉年金を除く）の人

65歳以上である

年金収入が 148万円を超えている

○源泉徴収税額が０(ゼロ ) である
○年金収入 400万円以下の人で、
　かつ所得税の還付がない

高鍋税務署申告会場
で申告してください

平成 28年１月１日に西都市に住んでいる

申告の必要は
ありません

お住まいの各地区
申告会場にて申告
してください

平成28年 1月 1日
に住所がある市町村
で申告してください

市内に店舗や住居（借家・
アパートを含む）がある

○障害・遺族・老齢福祉年金のみ
○前年中の合計所得金額が 28万円以下

国民健康保険または後期高齢者
医療保険制度に加入している

非課税証明書などの
税証明が必要

スタート

源泉徴収票に書かれているもの以外
に所得控除などの追加がある

はい
いいえ

あなたは、
市県民税・国保税の申告が必要ですか？

チェックしてみましょう！

※詳しい日程・会場は、１月 15日の回覧板で
　配布してある「平成 28年申告受付の日程と
　会場」でご確認ください。

申告受付の会場と日程

東米良地区
（銀鏡集会所・
　　東米良地区館）

都於郡地区
（都於郡地区館）

三財地区
（三財地区館）

三納地区
（三納地区館）

穂北地区

妻地区

（穂北地区館）

（西都市民会館）

２月 10日 ( 水 )

２月 12日 ( 金 )
　　　～16日 ( 火 )

２月 17日 ( 水 )
　　　～22日 ( 月 )

２月 23日 ( 火 )
　　　～25日 ( 木 )

２月 26日 ( 金 )
　　～３月２日 (水 )

３月３日 ( 木 )
　　　～15日 ( 火 )

会場 日程
（土曜・日曜を除く）

　平成 26年分から農業・営業などの事業所得や不動
産所得または山林所得がある方は、所得税の申告が必
要でない方も含めて全ての方が記帳し帳簿を保管しな
ければなりません。
※申告時に帳簿を用意されていないと、計算に時間が
　かかるので、他の申告者にも迷惑がかかります。場
　合によっては帳簿類の作成を別コーナーでお願いす
　ることもありますので、ご留意ください。

 記帳・帳簿などの保存制度について

申告に必要なもの
①印鑑（認印で可）
②収入や必要経費を証明する書類
　（源泉徴収票・帳簿・経費の領収書など）
③生命保険料や地震保険料などの控除証明書
④国民健康保険税や介護保険料、国民年金保険料、
　後期高齢者医療保険料などの領収書または納付証
　明書
⑤障害者控除の適用を受ける方は、障害者手帳や療
　育手帳など証明となるもの
　※65歳以上で寝たきりの方や障がい者と同程度の
　　障がいがある場合は、福祉事務所長の認定書

　２月 10 日（水）〜３月 15 日（火）
今年も市県民税・国民健康保険税の申告の時期を迎えました。
申告相談受付が各地区館や市民会館で行われます。
忘れずに期限内の申告をお願いします。

● 

申
告
が
必
要
な
方

● 

申
告
の
必
要
な
い
方

● 
申
告
を
し
な
い
と
？

本市の申告相談受付



市
政
レ
ポ
ー
ト

市 政レポート
市政の動きや情報をお伝えします

さ
い
と

さ
い
と

eporR t！
『
消
防
団
応
援
の
店
』
事
業
の
協
賛
店
を
募
集
し
ま
す

市消防本部　警防課　消防団係　43-2466

　

 Ｍ
Ｒ
Ｔ
『
ま
つ
り
ポ
ス
タ
ー
』
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝

観光協会　32-1011

熊
本
市
で
本
市
の
物
産
や
観
光
を
Ｐ
Ｒ

農政課　食創生推進係　43-0382
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本
市
の
都
於
郡
・
長
園
地
区
で

試
験
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
る
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
葉
が
初
収
穫
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
そ
の
報
告
と
茶
葉

の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
収
穫
報
告
＆
贈
呈
式

　

1
月
14
日
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉

の
栽
培
に
取
り
組
む
『
長
園
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
葉
栽
培
研
究
会
』（
会

員
17
人
）
の
佐
伯
誠
会
長
と
甲
斐

俊
郎
副
会
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、

市
長
に
初
収

穫
の
報
告
と

収
穫
し
た
茶

葉
の
寄
贈
を

行
い
ま
し
た
。

　

贈
ら
れ
た

茶
を
試
飲
し

た
橋
田
市
長

は
「
渋
み
と

酸
っ
ぱ
さ
を

感
じ
る
が
体

に
良
さ
そ

う
。
産
地
化
を

目
指
し
て
頑

張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま

し
た
。

■
ブ
ル
ー
べ
リ
ー
葉

　
　
　
　
試
験
栽
培
の
取
り
組
み

○
苗
木
の
植
樹
と
栽
培
管
理

　

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
４
月

26
日
、
植
樹
会
が
行
わ
れ
、
地
区

内
の
実
証
ほ
場
（
20
ア
ー
ル
）
に

苗
木
を
定
植
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
と
連
携
協

定
を
結
ぶ
宮

崎
大
学
農
学

部
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
、

同
研
究
会
の

会
員
が
管
理

を
行
っ
て
き

ま
し
た
。

○
専
用
の
収
穫
機
で
初
収
穫

　

初
収
穫
は
植
樹
会
か
ら
１
年
半

後
の
昨
年
11
月
21
日
に
実
施
。
市

の
補
助
を
受
け
、
農
機
具
メ
ー

カ
ー
と
共
同

開
発
を
行
っ

た
専
用
の

収
穫
機
械

で
、
生
葉
約

６
５
０
キ
ロ

を
収
穫
し
ま

し
た
。

　

地
域
の
た
め
に
献
身
的
に
活
動

を
行
う
消
防
団
の
活
動
支
援
と
消

防
団
員
の
確
保
対
策
と
し
て
『
西

都
市
消
防
団
応
援
の
店
』
事
業
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
『
消
防
団
応
援
の

店
』
が
消
防
団
員
に
対
し
、
料
金

割
引
な
ど
の
優
遇
措
置
（
サ
ー
ビ

ス
）
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で

す
。

　

市
消
防
本
部
で
は
、
こ
の
取
り

組
み
に
協
力
い
た
だ
け
る
協
賛
店

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

◆　

◆　
　

◆　
　

◆　

◆

　

消
防
団
は
火
災
、
風
水
害
、
地

震
な
ど
の
災
害
時
に
活
動
す
る
地

域
防
災
力
の
中
核
的
存
在
で
す
。

　

し
か
し
近
年
、
全
国
的
に
も
地

域
防
災
の
要
で
あ
る
消
防
団
員
の

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
本
市
に

お
い
て
も
消
防
団
員
の
確
保
と
活

動
環
境
の
整
備
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
地
域
ぐ
る
み
で
消
防
団

を
応
援
し
地
域
防
災
力
の
維
持
向

上
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
西
都
市
消
防
団
応
援
の
店
」

事
業
を
平
成
28
年
４
月
か
ら
開
始

し
ま
す
。　

　

西
都
市
内
の
店
舗
お
よ
び
事
業

所
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た
も
協
賛
店

に
加
盟
し
ま
せ
ん
か
。

■
登
録
・
サ
ポ
ー
ト

　

西
都
市
内
の
店
舗
お
よ
び
事
業

所
で
、
登
録
後
に
利
用
し
よ
う
と

す
る
消
防
団
員
に
対
し
て
サ
ポ
ー

ト
（
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
一
定
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
表
示
証
の
掲
示

　

応
援
の
店
は
、
交
付
さ
れ
た
表

示
証
を
店
舗
の
見
え
や
す
い
場
所

に
掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
表

　

応
援
の
店
協
賛
店
と
し
て
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
に
掲

載
し
ま
す
。

■
申
請

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
登
録
申

請
書
（
第
１
号
様
式
）
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
、
ま
た
は
市
消
防
本

部　

警
防
課　

消
防
団
係
（
43-

２
４
６
６
）
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
『
宮
崎
県
内
26
市
町
村
×
Ｍ

Ｒ
Ｔ
宮
崎
放
送 

「
コ
コ
か
ら
照
ラ

ス
！
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」』

で
、
本
市
の
ポ
ス
タ
ー
が
優
勝
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
県
内
の
市
町
村
と
Ｍ
Ｒ

Ｔ
宮
崎
放
送
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
市
町
村
の
魅
力
を
再
発
見

し
、
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

11
月
下
旬
か
ら
行
わ
れ
た
人
気

投
票
で
、本
市
の
『
古
墳
ま
つ
り
』

を
題
材
に
し
た
ポ
ス
タ
ー
が
１
位

に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

12
月
22

日
、
同
局
の

津
隈
佳
三
代

表
取
締
役
社

長
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、

優
勝
結
果

の
報
告
や
表

彰
式
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　

12
月
27
日
、
熊
本
市
の
熊
日
び

ぷ
れ
す
広
場
に
お
い
て
「
さ
い
と

物
産
・
観
光
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
平
成
28
年
春
に
予
定
し

て
い
る
東
九
州
自
動
車
道
の
全
線

開
通
や
国
道
２
１
９
号
の
道
路
改

良
に
伴
い
、
本
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

が
数
段
に
向
上
し
て
い
る
こ
と
を

背
景
に
、
隣
接
県
か
ら
の
誘
客
、

農
畜
産
物
の
大
生
産
地
で
あ
る
本

市
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
開
催
し
た
も

の
で
す
。

　

ま
た
、
フ
ェ
ア
開
催
に
合
わ
せ
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
出
演
、
新
聞
社

訪
問
を
実
施
。
本
市
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
観
光

地
や
農
畜
産
物
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉
の
収
穫
報
告
＆
茶
葉
の
贈
呈

農政課　園芸特産係　32-1003

西都市内事業所
商店、飲食店、電気店、自動車整備工場、ガソリンスタンド、
温泉、遊技場など

西都市消防本部

消防団応援の店

消防団員市民

①登録申請

②表示証交付
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

「
消
防
団
応
援
の
店
」

登
録
店
を
公
表

イメージアップ
消防団
認知度向上

消防団入団

地域貢献

③利用証提示
④優遇措置

料
金
の
○
％
オ
フ
、

割
引
ポ
イ
ン
ト
の
追
加
、

粗
品
進
呈
、

消
防
団
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示

な
ど

「消防団応援の店」事業のイメージ

①「消防団応援の店」として協力してもらえる市内事業所の方は、優遇措置（サービス）を決め、
　登録申請書を市消防本部に提出してください。
②市消防本部から「消防団応援の店表示証」を交付しますので、店頭などに掲示してください。
③消防団が「消防団応援の店」で優遇措置を利用する際は「消防団応援の店利用証」を提示します。
④「消防団応援の店」は、①で登録した優遇措置（サービス）を団員に提供していただきます。

①登録申請

②表示証交付

イメージアップ
消防団
認知度向上

消防団入団

地域貢献

③利用証提示
④優遇措置

◀表示証
　（イメージ）
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昨
年
は
海
外
で
も
奉
納
さ
れ
た

狩
猟
文
化
を
色
濃
く
残
す
伝
統
の
舞

銀鏡神楽

12 月 14 〜 15 日、銀鏡神社の大祭で銀鏡
神楽が奉納されました。国の重要無形民
俗文化財に指定されている同神楽は、毎
年 14 日の夕方から 15 日の朝にかけて夜
を徹して舞われます。この日は小雨の降
るあいにくの天気の中、地元住民や地区
出身者はもちろんのこと、市内外からも
たくさんの見物客が訪れ、年に１度の荘
厳な舞を熱心に見入っていました。

恒
例
と
な
っ
た
『
音
の
祭
典
』
で

　
　
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
な
ど
が
共
演

サウンドスクエア 12

12 月 20 日、市民会館で『サウンドスク
エア 12』が行われました。これは市内の
音楽文化の発展などを目的として毎年行
われているもの。この日は市内外のアマ
チュアバンドやダンスグループなど 12 団
体が参加し、それぞれ日頃の練習の成果
を熱演しました。さまざまなジャンルの
競演に、集まった観客からは演奏が終わ
るたびに大きな拍手が送られました。

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
を

　
　
　
皆
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た

ジュニア・リーダー企画
　　　　　子ども会クリスマス会
12 月 19 日、勤労青少年ホームで毎年
恒例のジュニア・リーダーによるクリス
マス会が開催されました。市内の小学生
184 人が参加し、中高生のジュニア・リー
ダーが企画したゲームやダンス、キャン
ドルサービスなどで盛り上がりました。
最後に、子どもたちはプレゼントをもら
い、にぎやかで楽しいクリスマスの夜を
過ごしました。

１
年
の
交
通
安
全
を
願
い

　
　
　
　
　
関
係
機
関
が
パ
レ
ー
ド

新春交通安全推進大会

１月７日、あいそめ広場で『新春交通安
全推進大会』が行われました。これは交
通安全意識の高揚などを目的に毎年行わ
れているもので、交通安全指導員や交通
安全推進協議会事業所などから約 160 人
が参加しました。今年は、白バイが先導
するパレードで市役所まで行進。その後、
アトラクションとして市役所玄関前で宮
崎県警察音楽隊が演奏を行いました。

そば打ち体験
12 月 19 日、長園公民館でそば打ち体験および試食会が
開催されました。これは長園地区の公民館や消防団、子
ども会などで組織する『敬愛会』が取り組む多面的機能
支払交付金事業の食育活動として実施したもの。この日
は同地区の子どもを含めて約 100 人が参加し、そば打ち
を体験しました。参加者らはできあがったそばをおいし
く試食しました。

ユズの贈呈
12月21日、東米良ゆず生産組合の代表者が市役所を訪れ、
ユズを贈呈しました。同組合の那須俊雄組合長らがユズ
を副市長に手渡すと室内にユズのいい香りが広がりまし
た。那須組合長は「今年は品質には問題ないが暖冬の影
響で生産量が少なかった」と話しました。同組合の代表
者らはこのあと県庁を訪問しユズを贈呈。東米良産ユズ
の PR を行いました。

あいそめマルシェ
12 月 23 日、小野崎通りで『さいとあいそめマルシェ』
が同マルシェ実行委員会により開催されました。この日
はあいにくの雨模様だったため、アーケード下などに場
所を移動しての出店でしたが、姉妹都市の西海市から届
けられた 100kg 限定の「うず潮牡蠣」は、午前中のうち
に売り切れる好評ぶり。『サウンドスクエア 12』に出演
したバンドが演奏するステージイベントも行われました。

ジェイミーによる読み聞かせ
１月 9 日、市立図書館で『ジェイミーの読み聞かせ』が
開催されました。これは図書館が企画したもの。TV やラ
ジオなどで活躍するジェイミーハバードさんが英語の絵
本の読み聞かせをしました。この日は親子連れ約 20 人が
参加。ジェイミーさんが、絵本に出てくる動物やその色
などを英語で教えながら参加者らと歌やゲームで楽しく
過ごしました。

ま
ち
の
話
題

ち の 話 題ま ｏ
ｐ
ｉｃｓＴ

バーチャル市役所
12 月 25 日、県立妻高等学校２年生 41 人が、本市の課題
を研究する授業『バーチャル市役所』の一環として市役
所を訪問しました。生徒から出された本市の「観光・商
業振興」「農業」「教育」などに関する質問に対して、担
当の市職員が説明。生徒たちは熱心にメモを取りながら
市の現状を学んでいました。ここで学んだ内容は、今月
行われる予定の発表会での市政提言に活用されます。



　
「
山
間
部
で
働
く
若
者
が
増
え

て
ほ
し
い
。
そ
の
人
た
ち
が
地
域

に
定
住
す
れ
ば
、
地
域
も
活
性
化

す
る
か
ら
」
と
将
来
の
夢
を
掲
げ

る
『
狩か
く
ら蔵
て
ご
り
』
で
は
、
放
置

竹
林
の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

竹
は
１
年
で
15
～
20
メ
ー
ト
ル

も
の
高
さ
に
成
長
し
ま
す
。
こ
れ

は
樹
木
が
数
十
年
か
け
て
生
育
す

る
高
さ
で
す
。
そ
の
生
命
力
・
繁

殖
力
は
す
ご
く
、ま
た
抗
菌
作
用
・

消
臭
効
果
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
竹
を
細
か
く
粉
砕
し
、
粉
末

状
に
し
た
『
竹
パ
ウ
ダ
ー
』
を
土

壌
改
良
剤
な
ど
に
活
用
。
さ
ら
に

竹
の
上
部
の
葉
の
部
分
も
粉
砕
し

発
酵
さ
せ
た
『
笹
サ
イ
レ
ー
ジ
』

を
牛
の
飼
料
に
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
米
良
地
区
で
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
尾
八
重
地
区
活
性
化

推
進
委
員
会
主
催
の
『
有
楽
椿
ま

つ
り
』
が
、
今
年
は
中
止
に
な
り

ま
し
た
。
尾
八
重
か
ら
有
楽
椿
公

園
ま
で
の
道
が
崩
壊
し
た
た
め
で

す
。
で
も
、
市
の
迅
速
な
対
応
で

今
年
度
中
に
は
工
事
着
工
と
の
こ

と
で
す
。
来
年
は
開
催
で
き
る
で

し
ょ
う
。

　

椿
の
花
言
葉
は
「
誇
り
」
で
す
。

有
楽
椿
の
ほ
か
に
、
東
米
良
に
は

都
於
郡
城
の
48
出
城
の
一
つ
で
あ

る
尾
八
重
城
が
あ
り
ま
し
た
。
尾

八
重
城
主
が
伊
東
三
位
入
道
義
祐

の
豊
後
落
ち
を
手
助
け
し
、
無
事

に
大
友
宗
麟
の
居
城
・
臼
杵
ま
で

た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

伊
東
マ
ン
シ
ョ
も
こ
の
時
落
ち
て

い
っ
た
の
で
す
。

　

歴
史
あ
る
東
米
良
を
誇
り
に
思

い
、
伝
統
文
化
や
地
域
の
絆
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

人人今月の今月の

で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

ボ
ー
ト
は
１
人
、
２
人
ま
た
は

４
人
乗
り
で
タ
イ
ム
を
競
う
競
技

（
高
校
の
場
合
）。
１
０
０
０
ｍ
を

3
〜
4
分
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
こ

ぎ
ま
す
。「
ボ
ー
ト
は
部
員
が
信

頼
関
係
を
築
い
て
い
か
な
い
と
勝

て
な
い
不
思
議
な
競
技
。
こ
ぐ
の

を
止
め
る
合
図
も
『
止
め
』
で
は

な
く
『
あ
り
が
と
う
』
と
言
っ
て
、

こ
い
で
く
れ
た
こ
と
に
対
す
る
敬

意
を
表
す
の
で
す
」
と
谷
井
先
生
。

　

11
月
に
初
め
て
九
州
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
が
結
果
は
５
位
。「
負

け
た
悔
し
さ
か
ら
練
習
に
も
熱
が

入
り
、生
徒
か
ら
は
『
勝
ち
た
い
』

と
い
う
言
葉
も
出
て
く
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
学
校
の
先
生
方
や

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
『
結
果
』
で
返
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　

地
元
の
一
ツ
瀬
川
で
練
習
で
き

る
と
よ
い
の
で
す
が
、
艇
の
保
管

場
所
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、
土

日
を
使
っ
て
新
富
町
で
ボ
ー
ト
に

乗
り
、
平
日
は
陸
ト
レ
中
心
で
練

習
を
し
て
い
ま
す
。
本
市
か
ら
日

本
一
の
選
手
が
誕
生
す
る
か
も
！

ぜ
ひ
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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成 27 年度 JA 共済全国小・中学校書道コンクー
ル半紙の部において、大賞である文部科学大臣賞

を受賞しました。全国から約 139 万点の応募があると
いう同コンクール。今年度大賞を受賞したのは、宮崎
県では本部さん１人でした。
　3 年生の課題は「ともだち」。半紙いっぱいに力強
く書きました。「名前を書く場所がなくならないよう
に、気をつけながら一生懸命書きました。大賞に選ば
れて、うれしかったです」と本部さん。筆で字を書く
ことが好きで、書道教室に行く前にも自宅で練習して
いるといいます。また、短距離走も好きで、タイムが
良くなるのがうれしいそうです。
　本部さんは「４年生になったら条幅に挑戦します。
漢字も出てくるので、書くのが楽しみです」と話して
くれました。今月５日には、東京都で行われる表彰式
に出席する予定です。

平

　わたしは、はじめて、手もみ茶たいけんをしま
した。
　はじめに、パッケージに入ったままのれいとう
したお茶のかたまりを、ほぐしました。空気を入
れながら、お茶の葉がおどるように、手を動かし
ました。どんどんお茶の葉の色がかわってきて、
ふしぎだなあと思いました。お茶の葉を、ずっと
もみつづけました。力を入れたので、お茶の色が
手について、手がいたくなりました。
　さいごに、「こくり」というさぎょうをしました。
これは、お茶の葉をそろえて、そろったお茶の葉
を２つに分けて、たばねてから、力いっぱいこす
ります。むずかしかったけれど、お茶の先生方が、
分かりやすく教えてくださったので、だんだんう
まくなりました。
　できあがったので、お茶の葉におゆを入れての
みました。お茶のよいかおりがしました。自分た
ちで作ったお茶は、さいこうにおいしかったです。
　手もみ茶づくりには、６時間もかかりとても大
へんだったけど、茶うす原小で、こんなたいけん
ができて、うれしかったです。またやりたいです。

題名
 『楽しかった
　 手もみ茶たいけん』
茶臼原小学校　３年　

　　中
なかむら

村 心
こ こ ね

寧 さん  

くどう あおい さん（左）
かんだ めい さん（右）

のゆり保育園・6 歳
　作品「ラミーと羊毛の
　　　　コラボレーション」

妻北小学校　３年　本
ほ ん ぶ

部 千
ち ひ ろ

尋  さん

み
ん
な
の
広
場

本年度新設された妻高校「ボート同好会」の顧問。
日本一を目指し、指導に当たっています。

　

本
年
度
か
ら
、
新
採
用
で
妻
高

校
の
保
健
体
育
教
諭
と
し
て
勤
務

す
る
谷
井
美
恵
先
生
は
、
同
校
に

誕
生
し
た
ば
か
り
の
「
ボ
ー
ト
同

好
会
」
の
顧
問
を
務
め
て
い
ま
す
。

谷
井
先
生
は
地
元
富
山
県
で
、
高

校
生
の
時
に
ボ
ー
ト
競
技
を
始
め

ま
し
た
。
高
校
時
代
は
全
国
大
会

や
Ｕ
19
世
界
大
会
に
、
大
学
時
代

に
は
Ｕ
23
世
界
大
会
や
ア
ジ
ア
大

会
に
出
場
し
て
お
り
、
世
界
で

戦
っ
て
き
た
経
験
を
生
か
し
て
生

徒
の
指
導
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
に
宮
崎
に
移
り
住
ん
だ

谷
井
先
生
。「
宮
崎
の
子
ど
も
た

ち
は
明
る
く
て
、
元
気
が
い
い
子

が
多
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。
特
に

妻
高
の
子
ど
も
た
ち
は
素
直
で
前

向
き
な
の
で
、
こ
ち
ら
も
楽
し
い

わが家のアイドル（未就学児）・頑張っている小中高生の情報・表紙の題字（さいと）を
募集しています。市総務課広報係まで　℡ 0983-43-1111　メール：koho@saito-city.jp

みんなの広場

声声ぼくの
わたしの
ぼくの
わたしの

美美
小さな小さな

術館術館

愛愛
わが家のわが家の

ドルドル

輝輝ラリ！ラリ！
西都っ子西都っ子

谷井　美恵
た に い　　  よし  え　    

さん

 
長
は せ が わ

谷川　彩
さ ら

咲ちゃん
（平成25年1月25日生）

いつもたくさんの元気と
　　  溢れるほどの笑顔をありがとう！

( 上町：貴昭さん・裕美さんの次女 )

地地
われらわれら

域リポーター域リポーター

尾八重地区活性化推進委員会
　会長　長友雅章さん

昭和 62 年 7 月 30 日生
富山県出身

有楽椿

竹を活用する取り組み



■
会
場
＝
西
都
原
運
動
公
園

東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ァ
ー
ム
）

○
期
間
＝
２
月
１
日
（
月
曜
）
〜

　

25
日
（
木
曜
）

東
邦
ガ
ス
硬
式
野
球
部

○
期
間
＝
３
月
２
日
（
水
曜
）
〜

　

11
日
（
金
曜
）

立
教
大
学
野
球
部

○
期
間
＝
３
月
11
日
（
金
曜
）
〜

　

24
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
全
て
清
水
台
総
合
公
園

ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢

○
期
間
＝
２
月
１
日
（
月
曜
）
〜

　

12
日
（
金
曜
）

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

○
期
間
＝
２
月
５
日
（
金
曜
）
〜

　

６
日
（
土
曜
）

レ
ノ
フ
ァ
山
口

○
期
間
＝
２
月
９
日
（
火
曜
）
〜

　

13
日
（
土
曜
）

大
学
サ
ッ
カ
ー
全
日
本
選
抜

○
期
間
＝
２
月
15
日
（
月
曜
）
〜

　

18
日
（
木
曜
）

阪
南
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

○
期
間
＝
３
月
８
日
（
火
曜
）
〜

　

17
日
（
木
曜
）

大
阪
学
院
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

○
期
間
＝
３
月
18
日
（
金
曜
）
〜

　

21
日
（
月
曜
）

九
州
産
業
大
学
サ
ッ
カ
ー
部

○
期
間
＝
３
月
22
日
（
火
曜
）
〜

　

26
日
（
土
曜
）

■
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る
問
い
合
わ

　

せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
７
８

※
日
程
や
場
所
は
チ
ー
ム
事
情
に

　

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
17
時

■
休
館
日
＝
毎
週
月
曜

美
術
協
会
小
品
展

■
期
間
＝
２
月
２
日
（
火
曜
）
〜

　

７
日
（
日
曜
）

工
房
「
木
里
呼
」
作
品
展

○
出
展
者
＝
外
窪
伸
洋（
北
郷
町
）

■
期
間
＝
２
月
９
日
（
火
曜
）
〜

　

14
日
（
日
曜
）

水
彩
画
ク
ラ
ブ
「
絆
」
作
品
展

■
期
間
＝
２
月
16
日
（
火
曜
）
〜

　

21
日
（
日
曜
）

ひ
な
ま
つ
り
展

■
期
間
＝
２
月
23
日
（
火
曜
）
〜

　

３
月
６
日
（
日
曜
）

※
内
容
な
ど
が
変
更
に
な
る
場
合

　

も
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
ギ
ャ

　

ラ
リ
ー
夢
た
ま
ご

　

℡
０
９
８
３-

42-

０
０
２
７

　

古
墳
か
ら
出
土
す
る
埴
輪
や
、

埋
葬
施
設
と
し
て
の
石
室
・
横
穴

墓
玄
室
に
描
か
れ
た
「
フ
ネ
（
舟
・

船
）」
は
何
を
載
せ
、
ど
こ
に
運

ん
だ
の
か
。

　

縄
文
時
代
か
ら
主
要
な
移
動
手

段
で
あ
っ
た
フ
ネ
は
、
人
・
モ
ノ
・

魂
の
乗
り
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
理

解
し
、
そ
こ
に
込
め
ら
れ
た
思
い

を
考
え
る
。

■
期
間
＝
３
月
21
日
（
月
曜
）
ま

　

で
【
関
連
講
座
】「
大
王
の
ひ
つ
ぎ
海

　

を
ゆ
く
〜
古
代
船
が
つ
な
い
だ

　

人
と
心
〜
」

○
日
時
＝
２
月
20
日
（
土
曜
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

○
場
所
＝
西
都
原
考
古
博
物
館
２

　

階
セ
ミ
ナ
ー
室

○
講
師
＝
熊
本
県
宇
土
市
民
会
館

　

館
長　

髙
木
恭
二
氏

■
会
場
＝
西
都
原
考
古
博
物
館

■
入
館
料
＝
無
料

■
開
館
時
間
＝
10
時
〜
18
時

※
展
示
室
入
室
は
17
時
30
分
ま
で

※
休
館
日
＝
月
曜
（
3
月
21
日
は

　

開
館
し
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

県
立
西
都
原
考
古
博
物
館

　

℡
０
９
８
３-

41-

０
０
４
１

■
日
時
＝
２
月
28
日
（
日
曜
）

　

９
時
30
分
〜
15
時
30
分

※
雨
天
決
行

※
ま
ち
な
Ｃ
ａ
ｒ
バ
ザ
ー
の
開
催

　

は
13
時
30
分
〜
15
時

■
会
場
＝
妻
ん
ま
ち
商
店
会
（
小

　

野
崎
通
り
、
あ
い
そ
め
広
場
、

　

周
辺
空
き
店
舗
な
ど
）

■
内
容
＝
広
報
啓
発
ブ
ー
ス
、
各

　

種
団
体
の
活
動
発
表
・
ス
テ
ー

　

ジ
、
ま
ち
な
Ｃ
ａ
ｒ
バ
ザ
ー
、

　

福
祉
バ
ス
引
き
大
会
、
介
護
予

　

防
体
操
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
な
か
地
域

　

福
祉
ま
つ
り
２
０
１
６
実
行
委

　

員
会
（
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
１
６
０

■
募
集
人
数
＝
２
人

■
任
期
＝
平
成
28
年
４
月
１
日 

　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の

　

１
年
間

■
応
募
資
格
＝

①
西
都
市
内
に
在
住
も
し
く
は
市

　

内
事
業
所
な
ど
に
勤
務
し
て
い

　

る
方
（
平
成
28
年
３
月
に
高
校

　

卒
業
見
込
み
の
方
も
可
）
で
満

　

18
歳
以
上
の
健
康
な
未
婚
女
性

②
各
種
催
事
の
ほ
か
関
係
機
関
か

　

ら
の
催
事
参
加
要
請
に
対
応
で

　

き
る
方

③
普
通
免
許
取
得
の
方

④
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
応
募
方
法
＝
履
歴
書
に
必
要
事

　

項
と
身
長
、
応
募
の
動
機
を
記

　

入
し
、
６
カ
月
以
内
に
撮
影
し

　

た
顔
写
真
（
縦
４
セ
ン
チ
・
横

　

３
セ
ン
チ
）
お
よ
び
全
身
写
真

　
（
サ
ー
ビ
ス
カ
ラ
ー
サ
イ
ズ
）

　

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

　

い
。
郵
送
可
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■
募
集
期
間
＝
２
月
１
日（
月
曜
）

　

〜
29
日
（
月
曜
）
必
着

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
観
光
協
会

　

〒
８
８
１-

０
０
１
５

　

西
都
市
聖
陵
町
１
丁
目
88
番
地

　

℡
０
９
８
３-

41-

１
５
５
７

　

内
閣
府
で
は
現
在
、
平
成
28
年

度
に
実
施
す
る
次
の
青
年
国
際
交

流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

○
国
際
青
年
育
成
交
流

○
日
本
・
中
国
青
年
親
善
交
流

○
日
本
・
韓
国
青
年
親
善
交
流

○
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
事
業

○
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー

　

事
業
「
シ
ッ
プ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー

　

ル
ド
・
ユ
ー
ス
・
リ
ー
ダ
ー
ズ
」

○
地
域
課
題
対
応
人
材
育
成
事
業

　
「
地
域
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
プ
ロ
グ

　

ラ
ム
」

■
募
集
期
間
＝
２
月
１
日（
月
曜
）

　

〜
３
月
18
日
（
金
曜
）
※
必
着

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当
室

　

℡
03-

６
２
５
７-

１
４
３
４

　

http://w
w

w
.cao.go.jp/

　

koryu/

　

県
オ
ー
ル
み
や
ざ
き
営
業
課

　

℡
０
９
８
５-

44-

２
６
２
３

　

今
度
の
春
休
み
は
、
日
本
全
国

か
ら
参
加
す
る
た
く
さ
ん
の
日
本

人
や
外
国
人
の
友
達
と
一
緒
に
、

沖
縄
近
く
に
あ
る
南
の
島
「
ヨ
ロ

ン
島
」
で
、
思
い
出
に
残
る
楽
し

い
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
程
＝
３
月
26
日
（
土
曜
）
〜

　

４
月
１
日
（
金
曜
）
６
泊
７
日

■
申
込
締
切
＝
３
月
４
日（
金
曜
）

■
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

公
益
財
団
法
人　

国
際
青
少
年

　

研
修
協
会

　

℡
03-

６
４
１
７-

９
７
２
１

　

http://w
w

w
.kskk.or.jp

■
対
象
者
＝
東
京
都
お
よ
び
そ
の

　

周
辺
に
所
在
す
る
大
学
、
短
期

　

大
学
お
よ
び
修
業
年
限
２
年
以

　

上
の
専
修
学
校
専
門
課
程
な
ど

　

に
入
学
予
定
の
男
子
学
生
で
、

　

保
護
者
が
県
内
に
居
住
す
る
者

■
募
集
人
員
＝
若
干
名
（
１
部
屋

　

２
名
定
員
）

■
入
寮
期
間
＝
平
成
28
年
４
月
１

　

日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

■
寮
費
＝
月
額
１
万
９
１
０
０
円

　
（
現
行
の
料
金
で
す
。
電
気
料

　

金
は
含
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
食

　

事
の
提
供
は
あ
り
ま
せ
ん
）

■
応
募
期
間
＝
１
月
29
日
の
消
印

　

・
送
付
・
持
参
分
か
ら
先
着
順

　

に
受
付
開
始
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＊お知らせ＊
市ホームページでも　　　　　　　　
　　　　　　情報を配信しています。

http://www.city.saito.miyazaki.jp

今月のイベント

お知らせ
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ンフォメーションイ

ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー

夢
た
ま
ご
〜
２
月
の
催
し
〜

●
● 

募　
　
集 

●
●

 

●
● 

ス
ポ
ー
ツ
＆

　

  

キ
ャ
ン
プ
情
報 

●
●

野
球

サ
ッ
カ
ー

西
都
原
考
古
博
物
館
企
画
展

「
そ
れ
は
何
を
運
ん
だ
の
か

  

〜
古
墳
時
代
の
フ
ネ
・
舟
・
船
〜
」

ま
ち
な
か
地
域

　

  

福
祉
ま
つ
り
２
０
１
６

平
成
28
年
度

　

  

菜
の
花
レ
デ
ィ
ー
募
集

内
閣
府
青
年
国
際
交
流

　
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

「
ち
び
っ
こ
探
検
学
校

　
ヨ
ロ
ン
島
」
参
加
者
募
集

宮
崎
県
東
京
学
生
寮

　
　
　
入
寮
者　
追
加
募
集



　

時
30
分
〜
16
時

■
会
場
＝
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

４
６
１
３

行
政
相
談

■
日
時
＝
２
月
18
日
（
木
曜
）
10

　

時
〜
12
時

※
次
回
は
３
月
10
日
（
木
曜
）

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

休
日
納
税
相
談

■
日
時
＝
２
月
28
日
（
日
曜
）
９

　

時
〜
16
時

■
会
場
＝
市
役
所
税
務
課

■
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
０
６
１

交
通
事
故
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
平
日
の
９
時
〜
16
時

■
会
場
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

西
都
地
区
交
通
安
全
協
会

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
２
９
４

　

生
活
環
境
課　
　
　
　

  

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

母
子
手
帳
交
付

■
日
時
＝
毎
週
火
曜
日　

13
時
〜

　

13
時
30
分

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

県
内
一
斉
消
毒
の
日

　

毎
月
20
日
は
県
内
一
斉
消
毒
の

日
で
す
。
飼
養
衛
生
管
理
基
準
を

守
り
日
本
一
安
全
・
安
心
な
畜
産

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

■
期
日
＝
２
月
20
日
（
土
曜
）

■
問
い
合
わ
せ
＝
農
政
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
８
２

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
・

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の

交
付
式

■
日
時
＝
３
月
１
日
（
火
曜
）
９

　

時
〜

■
会
場
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

　

タ
ー
３
階

■
該
当
者
＝
昭
和
21
年
２
月
２
日

　

〜
昭
和
21
年
３
月
１
日
生
ま
れ

　

の
国
民
健
康
保
険
の
方
、
昭
和

　

16
年
３
月
１
日
〜
３
月
31
日
生

　

ま
れ
の
方

※
該
当
者
に
は
文
書
を
郵
送

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
８

※
申
し
込
み
手
続
き
、
応
募
資
格

　

な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
＝

○
宮
崎
県
東
京
学
生
寮
（
指
定
管

　

理
者
：
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
テ
ク

　

シ
ョ
ン
株
式
会
社
）
入
寮
者
募

　

集
受
付
専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
１
２
０-
５
０
３-

８
３
９

○
宮
崎
県
総
務
部
総
務
課
庁
舎
管

　

理
担
当

　

℡
０
９
８
５-

26-

７
２
９
０

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
便
乗
し

た
不
正
な
勧
誘
や
個
人
情
報
の
取

得
を
行
お
う
と
す
る
電
話
・
訪
問

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
や
利
用

　

手
続
き
な
ど
で
、
国
や
自
治
体

　
の
職
員
が
、
家
族
構
成・資
産・

　
年
金
や
保
険
の
状
況
な
ど
を
聞

　
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
不
審
な
電
話
は
す
ぐ
に
切
り
、

　

来
訪
の
申
し
出
が
あ
っ
て
も

　

断
っ
て
く
だ
さ
い
。
不
審
な

　

メ
ー
ル
は
無
視
し
ま
し
ょ
う
。

★
万
が
一
、
金
銭
を
要
求
さ
れ
て

　

も
決
し
て
支
払
わ
な
い
よ
う
に

　

し
ま
し
ょ
う
。

★
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、

　

す
ぐ
に
お
住
ま
い
の
自
治
体
の

　

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご

　

相
談
く
だ
さ
い
（
消
費
者
ホ
ッ

　

ト
ラ
イ
ン
１
８
８
番
）。

■
「
通
知
カ
ー
ド
」「
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
」
に
関
す
る
こ
と
や
、

　

そ
の
他
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

　

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
＝

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ

　

イ
ヤ
ル
（
通
話
料
無
料
）

　

℡
０
１
２
０-

95-

０
１
７
８

　

２
月
10
日
（
水
曜
）
は
児
童
手

当
の
支
給
日
で
す
。
指
定
の
口
座

に
振
り
込
む
予
定
で
す
。

　

新
た
に
出
生
な
ど
で
児
童
が
増

え
た
と
き
、
児
童
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
、
住
所
を
移
転
し
た

と
き
は
届
け
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
事
務
所

　

℡
０
９
８
３-

43-

０
３
７
６

消
費
生
活
無
料
相
談
（
要
予
約
）

■
日
時
＝
２
月
２
日
（
火
曜
）
13

　

時
〜
16
時

※
次
回
は
３
月
１
日
（
火
曜
）

※
相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
。

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
予
約
・
問
い
合
わ
せ
＝

　

生
活
環
境
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

３
４
８
５

無
料
健
康
チ
ェ
ッ
ク
＆
相
談

■
日
時
＝
２
月
９
日
（
火
曜
）

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
今
年
度
最
後
に
な
り
ま
す
。

■
会
場
＝
保
健
セ
ン
タ
ー
１
階

■
内
容
＝
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ

　

る
健
康
相
談
、
血
圧
・
体
重
・

　

体
脂
肪
測
定
な
ど

■
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
管
理
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
１
４
６

無
料
人
権
相
談

■
日
時
＝
２
月
16
日
（
火
曜
）
10

　

時
〜
15
時

■
会
場
＝
市
役
所
南
庁
舎
１
階

■
問
い
合
わ
せ
＝

　

市
民
協
働
推
進
課

　

℡
０
９
８
３-

43-

１
２
０
４

無
料
法
律
相
談(

要
予
約)

■
日
時
＝
２
月
16
日
（
火
曜
）
13
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＊お知らせ＊
市役所の代表電話　0983(43)1111
               ＦＡＸ　0983(43)2067
http://www.city.saito.miyazaki.jp

※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。※この欄は広告です。掲載されている広告の内容などのお問い合わせは、直接広告主へお願いします。

IN
FO
RM
A
TIO
N

●
● 
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し 

●
●

ＮＦＯMＡＴＩＯＮＩ

相
談

そ
の
他

休日在宅医

日月 曜 病院名 電話番号主な診療科目
休日在宅医は変更になることがあります。事前に電話でご確認ください。

日13 いわみ小児科医院 小児科 42-1500

28 日 富田医院 内科 43-0178

西都病院 精神科・内科 42-01433 日6

日 大塚病院 外科 43-001621

眼科 43-3456西都児玉眼科木11

小児科 43-588414 とめもり小児科日

整形外科 43-11292 7 日 上山医院

 今月の納期
  　■納付期限＝２月29日（月曜）
○固定資産税（４期）　○国民健康保険税（８期）
○介護保険料（８期）　○後期高齢者医療保険料（８期）

 問い合わせ：税務課　☎43-1061

※口座振替・コンビニ払いも利用できます。
　納期内の納入をお願いします。

●
● 

お
知
ら
せ 

●
●

児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

　
　
便
乗
し
た
詐さ
ぎ欺
に
注
意



　
『
小
さ
な
美
術
館
』
コ
ー
ナ
ー

の
撮
影
で
、
の
ゆ
り
保
育
園
に
お

邪
魔
し
ま
し
た
。
撮
影
場
所
は
園

の
近
く
の
小
さ
な
教
会
の
よ
う
な

建
物
。
中
に
入
っ
て
み
る
と
び
っ

く
り
！　

子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い

い
作
品
が
た
く
さ
ん
飾
ら
れ
て
い

て
、
ま
さ
に
「
小
さ
な
美
術
館
」

で
す
。
ド
ン
グ
リ
や
羊
毛
、
ド
ラ

イ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
を
材
料
に
、
子

ど
も
た
ち
が
一
生
懸
命
作
っ
た
作

品
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
温
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
静
か
な
田

園
風
景
の
中
に
た
た
ず
む
小
さ
な

美
術
館
…
ま
る
で
夢
を
見
て
い
る

よ
う
な
ひ
と
と
き
で
し
た
。（
た
）
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今
、
日
本
は
約
一
千
兆
円
に
の

ぼ
る
借
金
を
抱
え
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
国
が
地
方
の
面
倒
を
み

る
と
い
う
「
親
方
日
の
丸
」
の
時

代
は
終
わ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
で
き
る
限
り
「
地

方
の
自
立
」、「
住
民
の
自
立
」
を

目
指
し
て
、
自
活
の
道
を
切
り
開

い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
れ
が
国
の
掲
げ
る
「
地
方

創
生
」
の
意
味
す
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
地
方
自
治

体
や
市
民
が
ど
う
す
れ
ば
良
い
か

を
考
え
、
実
行
に
移
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
市
に
お
い
て
も
大
学
進
学
や

就
職
時
に
10
代
の
人
口
が
転
出
す

る
こ
と
で
若
い
世
代
が
減
少
し
て

お
り
、
本
市
の
人
口
は
昭
和
35
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
が
続
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
も
加
速

し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
4
～
5
年

の
取
り
組
み
が
将
来
の
本
市
の
在

り
方
に
大
き
く
影
響
し
て
く
る
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
人
口
減
少
を

く
い
止
め
、
本
市
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
方
向
性
や
具
体
的
な
施

策
を
取
り
ま
と
め
た
「
さ
い
と
未

来
創
生
総
合
戦
略
」
を
昨
年
末
に

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
戦
略
で
は
、
足
腰
の

強
い
農
業
の
再
生
、
企
業
と
求
職

者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
観
光
や
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
交
流
人
口
の

増
加
、
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
ま

で
の
一
貫
し
た
支
援
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
効
果
的
な
施
策
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
の
３
月
末
に
は

「
第
四
次
西
都
市
総
合
計
画 

後
期

基
本
計
画
」
を
策
定
す
る
こ
と
に

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
総
合
戦
略

と
総
合
計
画
の
２
つ
の
計
画
に
基

づ
き
、
着
実
に
各
種
施
策
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市

民
一
人
一
人
が
少
し
で
も
幸
せ
を

感
じ
る
住
み
よ
い
西
都
市
の
実
現

に
向
か
っ
て
、
前
向
き
に
ひ
た
む

き
に
一
歩
一
歩
、
挑
戦
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
「
地
方
創
生
」
の
成
功
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

COOKING

IN
FO
RM
A
TIO
N

橋
田
和
実

ちょ
通信

やや
ちょちょるるやや

市長の
っっ

BOOKS

くちばしの先から脚の
先までカラスの基礎知
識が分かる「カラスの
教科書」の続編。さら
に詳しいカラスの脳や
知的な行動、人間の社
会との関わりなどを注
釈とかわいいイラスト
付で紹介します。
本文はもちろん、注釈
だけでも十分に楽しめ
る１冊です。

『カラスの補習授業』
　 　松原　始／著　　　　　雷鳥社

オススメの本

『
地
方
創
生
』
へ
の
挑
戦

小さなお菓子屋さんが
舞台の「ルルとララ」シ
リーズから生まれたレ
シピブック。甘くておい
しいお菓子は食べるだ
けでも幸せだけど、自分
で作るのも楽しいもの。
もし、誰かにプレゼント
するために作るのなら、
もっともっとワクワク
するはずです！

『ルルとララの手作り Sweets  冬のお菓子』
　あんびる やすこ／監修　岩崎書店

〜市立図書館の新刊より〜人の動き ( 平成 28 年 1 月１日現在 )
■人　口　30,495 ( −    6)　■男　   14,350 ( −   5)
■世帯数　12,153 ( ±    0)   ■女　　16,145 ( −   1)
■転入  60  　■転出   51    ■出生  19  ■死亡   34
■高齢化率 (65 歳以上 )　33.26％

12月号プレゼント「コスモス工房さんの『幸せふくろう（壁
掛け用）』」の当選者です。おめでとうございます。

大　野　久美子　さま　（ 右　松 ）
岡　田　マチエ　さま　（ 三　納 ）
大　山　須賀子　さま　（ 茶臼原 ）

PRESENT『守田フード』さんから
　  「焼酎  逢初（正春酒造）」
『守田フード』さん出
品の焼酎『逢初（正春
酒造）』１本を、３人
の方にプレゼントしま
す。

プレゼント応募方法
　はがき・メールに住所、氏名、年齢、電話番号と広報紙
に関する感想や西都市への思いなどを書き、下記までご応
募ください。締切は2月29日(当日消印有効)です。
※賞品をこのはな館まで取りに来られる方に限ります。
※当選者には後日連絡します。　【宛て先】〒 881-8501
　西都市総務課「プレゼントもらっちゃおう2月号」係。
　または、Ｅメール：koho@saito-city.jp まで。

（提供：西都市観光協会）

雑貨屋さんのようなかわいらしさ

●作り方
①カラーピーマンは種を取り、１cm 幅に切
　る。ナスは横半分に切り、縦に６つ割りに
　する。カボチャは種を取り、7 〜 8mm の
　厚さに切る。オクラはガクを取り、先端を
　切り落とす。
②鍋に漬け汁の材料を入れ、一煮立ちさせる。
③ 180℃の油で①を素揚げする。バットに入
　れて油を切っておく。
④③に②をかけ、冷ましながら味をなじませ
　る。

ｒｅｃｉｐｅ
●材料 （２人分）
　カラーピーマン
　　（赤や黄）……１個分
　ナス　　 ……1 ／ 2 個　
　カボチャ　　……75 ｇ
　オクラ　　　……２本
　揚げ油　　　……適量

野菜のカレー南蛮

ヘルスメイト
　　　おすすめレシピ

カレー風味で野菜が
おいしく食べられる

　本市特産のカラーピーマンをはじ
め、緑黄色野菜をたっぷり使ったレ
シピ。野菜が苦手な子どもたちにも
喜ばれそうなカレー粉を使った味付
けがポイントです。とってもおいし
いのでぜひ作ってみてください！

【漬け汁】
　だし汁　　……50ml
　しょうゆ　……小さじ２
　酢　　　　……小さじ２
　砂糖　　　……小さじ２
　カレー粉　……小さじ２

市総合戦略推進委員会で協議



滝一郎の
ちょっとちょっと

第 42回
フユイチゴ

れ
も
押
し
迫
っ
た
12
月
30

日
、
孫
を
連
れ
て
ウ
ラ
ジ
ロ

採
り
に
行
っ
た
。

　

少
し
で
も
良
い
枝
ぶ
り
を
と
、

大
き
な
シ
ダ
や
ぶ
に
入
り
、
し
ば

ら
く
し
て
ふ
と
気
付
く
と
５
歳
に

な
っ
た
ば
か
り
の
孫
の
姿
が
無

い
。
ウ
ラ
ジ
ロ
ど
こ
ろ
で
は
な
く

な
っ
た
。

　

名
前
を
呼
ぶ
と
ず
っ
と
下
の
方

で
声
が
す
る
。
悪
戦
苦
闘
を
し
て

シ
ダ
や
ぶ
か
ら
出
て
み
た
ら
、
車

の
所
に
う
ず
く
ま
っ
て
、
一
心
に

草
の
実
を
採
っ
て
い
る
坊
主
が
い

た
。

　

そ
の
草
の
実
は
、
子
ど
も
の
こ

ろ
学
校
帰
り
に
道
端
の
や
ぶ
の
中

に
潜
り
込
ん
で
競
っ
て
食
べ
た
フ

ユ
イ
チ
ゴ
で
あ
る
。
そ
の
実
を
５

歳
の
子
ど
も
が
た
っ
た
１
人
で
、

わ
ず
か
10
分
間
に
１
合
ほ
ど
ち

ぎ
っ
て
い
た
。

　

こ
の
実
を
持
ち
帰
っ
て
ジ
ャ
ム

を
作
り
、
コ
ッ
ペ
パ
ン
に
付
け
て

食
べ
た
。

　

そ
れ
か
ら
約
20
年
、
孫
は
大
学

を
終
え
て
就
職
し
、
親
元
を
離
れ

て
独
立
し
て
い
る
。

　

い
ま
さ
ら
く
た
ば
り
か
け
た

ジ
ー
ジ
の
出
る
幕
で
も
な
い
。

　

フ
ユ
イ
チ
ゴ
は
関
東
南
部
以
西

の
暖
地
の
木
陰
な
ど
に
多
く
見
ら

れ
る
常
緑
の
小
低
木
で
あ
る
。

　

そ
の
実
は
冬
に
な
る
と
赤
く
熟

し
て
食
べ
ら
れ
る
が
、
豊
か
に

な
っ
た
現
代
人
で
道
端
の
草
の
実

を
採
る
人
は
い
な
い
。
ま
し
て
フ

ユ
イ
チ
ゴ
の
実
を
摘
ん
で
ジ
ャ
ム

を
作
っ
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ

た
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
に
は
か
な
わ
な

い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
タ
ヌ
キ
や
ム
ジ
ナ
が

巣
食
っ
て
い
た
裏
山
の
木
が
切
り

払
わ
れ
、
ウ
ラ
ジ
ロ
を
削
り
取
っ

た
山
道
を
、
材
木
を
積
ん
だ
ト

ラ
ッ
ク
が
走
っ
て
い
る
。

　

そ
の
道
端
に
生
え
て
い
た
フ
ユ

イ
チ
ゴ
も
少
な
く
な
っ
た
。

　
　
（
文
・
写
真
／
滝　

一
郎
）

2016.February N
o.586  発

行
／

西
都

市
役

所
　

編
集

／
総

務
課

　
〒

881-8501
宮

崎
県

西
都

市
聖

陵
町

２
丁

目
１

番
地

　
Tel.0983-43-1111  Fax.0983-43-2067

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

／
http://w

w
w.city.saito.m

iyazaki.jp　
　

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
／

koho@
saito-city.jp　

　
印

刷
／

イ
マ

イ
印

刷
　

0983-43-5103

さ
い
と

さ
い
と

広報

暮


	(1P)表紙.pdf
	（2-3P）
	（4-5P）
	（6-7P）
	（8-9P）
	（10-11P）
	（12-13P）
	（14-17P）
	（18-19P）
	(20P)裏表紙



